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代かき＆田植え（ぱっくん）

【代かき】

田植えの前に行う下準備。田に水を引き、苗を植えられるように土をやわらかくする。

●代かきの手順

シャベル班とはだし班に分かれ、ペアになってすすめる。シャベル班は、堅いところが残らないように土を掘り返す。はだし班は、シャベル班が掘り返した後、足で泥を水とこねながらトロトロにしていく。水を全体的に導きながら進め、最後にならすように。

●注意すること

川から引いた水は、溜まっている水に比べて冷たい。その冷たい水が流れていく方向を追えば、穴があいて水が逃げているところを探しやすい。田んぼの端は、モグラが穴を作って、水が漏れやすいので特に注意。

【田植え】

苗代で育った苗を、田に植える作業。

●田植えの手順

苗を植える役と苗をパスする役に分かれる。パスする役は、苗の束をにぎって、植える役に投げる（野球などの経験者が投げると作業は捗る）。

植え方は、しゃく寸。つまり30cm間隔で目の前に3カ所、下がって3カ所、の繰り返し。田んぼに横一列になってすすめる。

●注意すること

植えつける間隔が、広がりすぎたり、狭くなりすぎたりしないように。また苗は、分裂魔球にならないように適度に握りしめてから投げつけるとよい（豪速球でも耐えられる位…）

●その他気付いたコト

・苗の植え方には、性格がよく出るらしい。確かに。。。

・植える深さは、“キュッって程度”。やってみたら、そんな感覚がよくわかった。

・水泳大会にならないように、気をつける。水泳大会に参加しなかったからと言ってヘタレな訳ではなく、むしろ逃げ切った勇者。実際にそういうお言葉も頂戴している。

・田植え最強。代かき疲れる。
